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外
国
の
偽
サ
イ
ト
に

よ
り
県
内
で
も
被
害

を
受
け
た
自
治
体
が
あ
る

が
、
鞍
手
町
で
は
ど
う
か
。

鞍
手
町

で
は
被

害
の
報
告
は
あ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

注
意
喚
起
の
記
事
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

小
学
校
の
ど
の
よ
う

な
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
の
か
。

普
通
教
室
と
特

別
教
室
を
合
わ

せ
て
67
教
室
に
設
置
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
に

使
用
さ
れ
る
体
育
館

に
は
設
置
を
し
な
い
の
か
。

体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
は
予
算
計

上
し
て
い
ま
せ
ん
。

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
と
交
付

金
は
受
け
ら
れ
る
の
か
。

体
育
館

は
避
難

所
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
防

災
減
災
事
業
債
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
設
置
す

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
財
源
を

活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

工
事
の
完
成
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

１
月
中
に
業
者

選
定
を
行
い
、

早
け
れ
ば
２
月
に
工
事
の
着

工
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
竣
工
時
期
は
６
月
末
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
　会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
　尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますのでご了承ください。

12月
定例会

平
成
30
年
12
月
定
例
会
が
12
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
の
14
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
11
件

お
よ
び
意
見
書
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

平成３０年度　一般会計補正予算
　●第５号　７２８万円を減額
　●第 6号　３億３０６７万円を追加

今
回
、
応
援
基
金
積

立
金
が
追
加
補
正
さ

れ
て
い
る
が
、
主
な
要
因
は
。

11
月
よ

り
全
国

的
な
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
に
加
入
し
た
こ
と
で
寄

附
金
が
増
加
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

　
補
正
予
算
の
概
要

　

第
５
号
補
正
予
算
で

は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
り

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改

定
に
準
じ
、
給
与
費
の
補

正
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
伴
う
関
連
予
算
の
追
加

お
よ
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
増
に
伴
う
事
業

費
の
追
加
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
６
号
補
正
予

算
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
伴
う
関
連
予
算
の

追
加
並
び
に
小
学
校
６
校

に
お
け
る
校
舎
空
調
整
備

事
業
の
工
事
費
の
追
加
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
予
算
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

82
億
１
２
１
６
万
５
千
円

と
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問

政
策
推
進
課
長

問

問

政
策
推
進
課
長

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

�

に
つ
い
て

小
学
校
エ
ア
コ
ン

�

設
置
に
つ
い
て

教
育
課
長

問

教
育
課
長

問

政
策
推
進
課
長

問教
育
課
長

　　福岡県鞍
く ら て ま ち

手町
ふるさと納税で鞍手町を応援してください

ふるさと応援寄附
返礼品カタログ

平成 30 年８月改訂　

▶�来年度には各小学校の教室にエアコンが設置　　
される。　　　　　　　　（写真はイメージ）

概
要

▶ふるさと応援寄附
　「返礼品カタログ」
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陳
　
情

「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負

担
の
見
直
し
」に
あ
た
り
、

原
則
１
割
負
担
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

　
　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

　

�

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
南
１
‐
２
‐
３

　
福
岡
県
保
険
医
協
会

�

会
長　
林　
裕
章

国
に
対
し
て
「
学
童
保
育

支
援
員
の
資
格
と
配
置
基

準
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
　
　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

・
小
牧
１
３
３
３
‐
１
３
０

　
鞍
手
学
童
保
育
自
然
ク
ラ
ブ

�

役
員　
松
本　
秀
樹

・
中
山
２
７
６
８
‐
１
１
６

　
剣
南
学
童
の
び
の
び
ク
ラ
ブ

　
　
保
護
者
会
代
表

�
松
本
美
代
子

・
新
延
４
４
２
‐
１

　

�

西
川
・
古
月
学
童
な
か

よ
し
ク
ラ
ブ

�

会
長　
吉
田　
　
茜

２
０
１
９
年
10
月
の
消
費

税
増
税
中
止
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
陳
情

　
（
議
長
裁
決
に
よ
り
採
択
）

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

　

�

直
方
市
大
字
頓
野

　
３
８
６
０
‐
１

　
直
鞍
民
主
商
工
会

�

会
長　
青
野　
定
幸

賛
成
討
論

　

２
０
１
９
年
10
月
の
消

費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
討

論
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
10
月
の
消
費
税
増

税
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
一

世
帯
平
均
８
万
円
の
増
税

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
質
賃
金
は
下
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

ボ
イ
ス
方
式
で
免
税
業
者

は
課
税
業
者
と
の
取
引
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。
取

引
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
現

在
売
り
上
げ
が
１
千
万
円

以
下
の
免
税
業
者
で
あ
っ

て
も
課
税
業
者
に
な
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
複
数
税
率
で
消
費
者

も
混
乱
し
業
者
も
大
変
な

事
務
作
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
れ
を
理
由
に
廃
業

す
る
業
者
が
多
数
に
上
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

政
府
は
、
景
気
悪
化
を
恐

れ
て
住
宅
減
税
や
ポ
イ
ン
ト

制
な
ど
を
導
入
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
弱
い
者
い
じ

め
の
消
費
税
を
増
税
し
て
も
、

景
気
悪
化
の
歯
止
め
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
増
税
中
止
こ
そ

が
最
大
の
景
気
対
策
だ
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て
賛
成

討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

 　
　
宇
田
川　
亮

　

今
回
の
財
産
の
取
得
は
、

鞍
手
町
大
字
小
牧
西
牟
田

１
９
４
７
番
１
外
73
筆
の
総
面

積
３
８
９
６
７
・
10
㎡
で
取
得

価
格
３
９
９
５
万
３
７
９
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
金
額
は
、「
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
株
式
会
社
が
鉱
害
賠
償

金
と
し
て
鞍
手
町
に
支
払
す
る

も
の
で
、
金
銭
の
授
受
は
行
わ

な
い
も
の
と
す
る
。」
と
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
取
得
価
格
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
土
地
は
74
筆
の
う

ち
の
27
筆
１
５
８
９
０
・
13
㎡

で
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
47
筆

２
３
０
７
６
・
97
㎡
に
つ
い
て

は
土
地
そ
の
も
の
の
存
在
が
確

認
で
き
な
い
土
地
で
あ
り
、
農

業
委
員
会
と
し
て
も
非
農
地
と

し
て
確
認
が
で
き
な
い
し
、
農

家
台
帳
に
も
存
在
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
て

い
ま
す
。

　
町
は
こ
の
不
存
在
と
思
わ
れ

る
47
筆
の
登
記
を
鞍
手
町
名
義

に
変
更
し
、
調
査
を
行
っ
て
滅

失
登
記
を
行
う
と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
滅
失
登
記
は
土

地
の
所
有
者
が
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
以
前
は
、
所
有
者
か
ら
の
申

し
出
で
滅
失
登
記
は
で
き
て
お

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
土
地
の

滅
失
登
記
は
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て

お
り
ま
す
。
地
籍
調
査
を
行
い

不
存
在
地
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

所
有
者
の
承
諾
を
得
て
登
記
簿

を
抹
消
す
る
と
い
う
手
続
き
を

と
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
案

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

○�

保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

  

▼
賛
成
９
・
反
対
３
で
可
決

●�

一
般
職
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●�

体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●�

平
成
30
年
度
流
域
関
連
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

●�

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

●�

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
く
平
成
30
年
度

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の

額
の
変
更

●�

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更

　
　
　
●
＝
全
員
賛
成
で
可
決

財
産
の
取
得

　
取
得
す
る
財
産
は
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
が
鞍
手
町

内
に
所
有
す
る
土
地
74
筆
で
、
平
成
30
年
９
月
議
会
で
補
正
予

算
を
議
決
し
た
も
の
で
す
。

　
取
得
価
格
は
総
額
で
、
３
９
９
５
万
３
７
９
円
で
す
が
、
同

額
の
鉱
害
賠
償
金
が
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
支
払
わ
れ
る
た

め
、
金
銭
の
授
受
は
行
い
ま
せ
ん
。

反
対
討
論

　

意
見
書
２
件
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、
国
の
関
係

機
関
お
よ
び
福
岡
県
へ
提

出
し
ま
し
た
。

意
見
書

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」

に
か
わ
る
福
岡
県
独
自

の
条
例
制
定
を
求
め
る

意
見
書

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」

に
か
わ
る
新
た
な
法
律

の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
　

土
地
の
滅
失
登
記
の
手
続

き
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
法
務
局
の
許
可
が
下

り
な
い
か
ら
鞍
手
町
に
名
義

変
更
し
て
手
続
き
を
執
る
と

い
う
こ
と
に
対
し
、
大
い
に

疑
義
を
感
じ
る
「
財
産
の
取

得
」
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
本
の
最
上
位

の
法
律
に
は
、「
す
べ
て
の
公

務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で

は
な
い
。」
と
記
し
て
あ
る
こ

と
を
申
し
述
べ
て
、
反
対
討

論
と
い
た
し
ま
す
。　

�

熊
井　
照
明

▼
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

５人が
一般質問

・空き家対策について

５．西
さい と う

藤 典
の り こ

子　議員・・・・・・・・・・・９

・�庁舎建設について

３．鯵
あじ さ か

坂 省
しょ う じ

治　議員・・・・・・・・・・・７
・国民健康保険事業について

・図書館建設について

・児童公園の拡充について

４．野
の ぐ ち

口美
み え こ

恵子　議員・・・・・・・・・・・８

・「備えあれば憂いなし」の防災対策について

２．竹
たけ う ち

内 利
り い ち

一　議員・・・・・・・・・・・６

・教職員の長時間勤務の改善について

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。

・�鞍手町が所有する資産（土地・建物等）について

・�ゴミ処理について

・�「鞍手町に町営温水プールの設置を求める請願書」の取り扱
いについて

１．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・・５
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一般質問

こ
の
間
、
危
険
家
屋

な
ど
の
解
消
が
進
ん

で
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

長
屋
も
含
め
た
状
況
は
。

平
成
27
年
度

の
調
査
で
は
、

１
６
１
件
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
降
、
危
険
家
屋

と
し
て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

件
数
は
47
件
あ
り
、
そ
の
内

長
屋
は
23
件
で
す
。

こ
の
間
、
危
険
家
屋

が
解
消
さ
れ
た
件
数

と
状
況
は
。

５
件
は
解
体
さ

れ
て
お
り
内
２

件
が
長
屋
等
で
す
。

　

状
況
は
、
空
き
家
の
所
有

者
を
特
定
し
、
通
知
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
所
有
者
が

近
隣
で
あ
っ
た
た
め
、
直
接

職
員
が
要
請
し
て
解
体
し
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
例
は
あ

り
ま
す
。解

消
に
向
け
た
具
体

的
な
方
策
は
。

31
年
度
に
向
け

て
解
消
の
た
め

の
補
助
事
業
を
検
討
中
で

す
。
今
後
、
空
き
家
解
消
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

長
屋
に
つ
い
て
は
特

措
法
の
対
象
外
に
な

っ
て
い
る
が
、
鞍
手
町
だ
け

で
な
く
、
県
内
は
炭
鉱
で
栄

え
た
町
も
多
く
あ
り
、
そ
の

当
時
に
出
来
た
長
屋
が
い
た

る
所
に
残
っ
て
い
る
。

国
、
県
に
現
状
を
伝
え
早

急
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

炭
鉱
地
帯
で
あ

れ
ば
、
ど
こ
も

抱
え
て
い
る
問
題
で
す
。
国
、

県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｒ※

Ｄ
Ｆ
方
式
の
リ
サ

イ
ク
ル
発
電
事
業
は

終
了
す
る
が
、
ゴ
ミ
処
理
の

今
後
の
見
通
し
は
。

Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
の

継
続
は
、
宇
部

興
産
株
式
会
社
と
の
協
議
に

よ
り
２
０
２
３
年
以
降
の
処

理
委
託
料
・
移
送
費
に
つ
い

て
、
現
行
と
同
程
度
の
見
込

み
が
た
ち
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
施

設
の
安
定
創
業
が
見
込
ま
れ

る
、
今
後
20
年
程
度
は
Ｒ
Ｄ

Ｆ
処
理
を
継
続
し
、
新
し
い

施
設
、
若
し
く
は
外
部
委
託

を
検
討
し
て
行
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
料
金
が
１
枚

10
円
値
下
げ
に
な
っ

た
が
、
施
設
建
設
費
の
起
債

償
還
は
終
わ
り
、
平
成
27
年

度
と
比
べ
約
７
千
万
円
の
負

担
金
が
無
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
分
を
町
民
に
還
元

し
、
ゴ
ミ
袋
料
金
を
引
き
下

げ
る
べ
き
で
は
。

値
下
げ
は
、
住

民
が
非
常
に
望

ん
で
い
る
施
策
だ
と
は
感
じ

て
い
ま
す
が
、
料
金
設
定
は
、

１
市
２
町
で
足
並
み
を
揃
え

て
お
り
、
じ
ん
芥
組
合
の
中

で
、
そ
う
い
う
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
を
申
し
て
、
一
つ
の

課
題
と
し
て
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
ゴ
ミ
の
量
が

減
れ
ば
負
担
金
も
減

っ
て
き
ま
す
。
今
こ
そ
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
強
力
に
進
め
、

ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
は
。ゴ

ミ
減
量
化
に

つ
い
て
は
私
も

同
じ
意
見
で
す
。
今
後
、
執

行
部
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宇田川　亮 議員

問
長
屋
も
含
め
た
危
険
家
屋
の
解
消
は
？

「
国
・
県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。」

町
長

問総
務
課
長

問

総
務
課
長

問

町 

長

問

町 

長

ゴ
ミ
減
量
化
の
推
進
と

�

ご
み
袋
値
下
げ
を

問

町 

長

問 町 

長

問町 

長

▶長屋の空き家対策は進んでいない。
　　　　　　　　　（写真はイメージ）

※
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
は

　
家
庭
で
捨
て
ら
れ
る
生
ゴ
ミ
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
な
ど
の
廃
棄

物
を
固
形
燃
料
に
し
た
も
の
。
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見

直
し
は
分
か
る
が
、

全
体
的
な
見
直
し
は
如
何
な

も
の
か
。

旧
予
定
地
は
年

明
け
か
ら
造
成

工
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
問
題
、
ま
た
そ
れ

に
伴
う
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
も
非
常
に
不
透
明
で
あ

り
、
ま
た
こ
れ
も
難
し
い
問

題
と
な
り
ま
す
。

小
牧
墓
所
の
今
後
は
。

将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て

行
く
上
で
い
ろ
い
ろ
な
用
途

も
考
え
る
重
要
な
用
地
で
も

あ
り
、
墓
地
移
転
に
つ
い
て

は
粛
々
と
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
が
所
有
す
る

�

資
産
に
つ
い
て

鞍
手
町
が
所
有
す
る

土
地･

建
物
な
ど
、

く
ら
じ
の
郷
、
長
谷
の
元
老

人
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
室
木
に

も
広
大
な
土
地
も
あ
る
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
土
地
と
か

建
物
を
ど
の
よ
う
に
有
効
利

用
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
公
共
施
設
、
１
人

当
た
り
の
面
積
は
鞍
手
町
で

は
６
・
95
㎡
、
全
国
平
均
は

３
・
22
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

く
ら
じ
の
郷
は
、
庁
舎
等
基

本
計
画
の
中
で
保
健
福
祉
機

能
を
複
合
施
設
に
集
約
し
、

く
ら
じ
の
郷
は
閉
鎖
し
売

却
。
公
共
施
設
の
集
約
化
を

図
る
と
い
う
の
も
基
本
計
画

の
一
つ
に
あ
る
。

今
後
、
く
ら
じ
の
郷
の
改

修
費
用
は
エ
ア
コ
ン
の
更

新
、
雨
漏
り
の
修
理
な
ど
で

10
億
ぐ
ら
い
か
か
る
。
10
億

掛
け
て
改
修
し
存
続
さ
せ
る

の
か
、
売
却
す
る
の
か
。

鞍
手
町
の
公
共

施
設
の
床
面
積

は
約
11
万
１
０
０
０
㎡
あ
り

ま
す
。
多
く
は
小
中
学
校
の

床
面
積
で
す
。
約
５
万
㎡
が

小
学
校
の
床
面
積
に
な
っ
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
の
床
面

積
は
減
ら
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
先
ず

は
こ
の
小
学
校
の
床
面
積
を

減
ら
す
こ
と
が
鞍
手
町
の
公

共
施
設
の
床
面
積
を
大
き
く

減
ら
す
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
私

は
小
学
校
の
統
合
は
必
要
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

く
ら
じ
の
郷
の
売
却
は
中

止
を
し
、
存
続
を
し
ま
す
。

　

学
力
的
な
も
の
か
ら

い
う
と
、
少
な
い
人

数
の
方
が
先
生
達
の
目
が
行

き
届
き
、
い
い
学
舎
に
な
る

と
い
う
統
計
も
出
て
い
る
。

単
純
に
公
共
施
設
の
統
廃

合
、
床
面
積
を
減
ら
す
た
め

に
小
学
校
の
統
廃
合
と
か
と

い
う
話
は
止
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

他
の
市
町
村
で
は
活
性
化

の
た
め
土
地
な
ど
を
格
安
で

販
売
し
た
り
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
民
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
町

の
資
産
は
価
値
が
目
減
り
す

る
こ
と
な
く
適
正
な
価
格
で

処
分
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
町長

竹内　利一 議員

問町 

長
問町 

長

問

町 
長

問町 

長

庁舎建設について

「スケジュール、それに伴う
� 財源の確保も非常に不透明」

▶町長は「総合福祉センターくらじの郷」の存続を表明した。
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資
産
割
、
平
等
割
は

自
治
体
の
判
断
で
導

入
し
な
い
こ
と
も
可
能
だ

が
。

本
町
で

は
現
在

も
賦
課
方
式
に
は
資
産
割
は

採
用
し
て
お
ら
ず
、
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式

で
賦
課
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
等
割
を
廃
止
し
て
所
得

割
、
均
等
割
の
２
方
式
に
変

更
し
ま
す
と
、
被
保
険
者
の

多
い
世
帯
に
は
重
い
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康

保
険
の
制
度
改
正
に
お
き
ま

し
て
、
福
岡
県
は
将
来
的
に

は
医
療
水
準
の
平
準
化
を
図

り
な
が
ら
、
保
険
税
率
の
均

一
化
を
考
え
て
お
り
、
世
帯

の
被
保
険
者
数
の
減
少
等
も

勘
案
し
基
本
的
な
賦
課
方
式

を
２
方
式
と
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
と
も
聞
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
本
町
と
し
ま
し
て

は
引
き
続
き
県
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。国

民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
高
校
生
世
代

ま
で
の
子
ど
も
の
人
数
は
。

12
月
１

日
現
在

で
３
１
７
人
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
子
ど
も
に
係

る
均
等
割
の
合
計
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

12
月
１

日
現
在

で
９
０
６
万
６
２
０
０
円
で

す
。

国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
子
ど
も
の
人

数
に
応
じ
た
減
免
の
考
え

は
。

本
町
で
は
、
小

学
校
、
中
学
校

の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は

無
料
に
し
て
い
る
と
い
う
施

策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
か
ら
減
免
に
つ

い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
と

し
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
、
中
学
校
で

医
療
費
が
無
料
と
い

う
こ
と
だ
が
、
な
か
な
か
他

の
自
治
体
で
も
中
学
校
ま
で

や
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
こ

れ
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
先
、
も
う
一

つ
進
ん
だ
子
育
て
支
援
に
す

る
た
め
に
逆
行
す
る
制
度
は

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
。

　

予
算
的
に
は
９
０
６
万
６

２
０
０
円
と
な
る
が
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

小
学
校
、
中
学

校
の
医
療
費
は

通
院
、
入
院
と
も
に
鞍
手
町

で
は
無
料
に
し
て
お
り
、
か

な
り
の
費
用
負
担
を
負
う
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス

し
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

更
に
、
９
０
０
万
円
を
超

え
る
費
用
負
担
に
も
な
る
の

で
、
今
の
財
政
状
況
を
考
え

る
と
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

鯵坂　省治 議員

問町
長

国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
？

「
国
保
事
業
費
納
付
金
が
減
額
さ
れ
れ
ば
　
　
　
　
　

　
　
　
　
可
能
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。」

※�１ 特定世帯とは・・・国民健康保険に加入していた方が後期高齢者医療制度へ移られたことにより、その世帯の国
民健康保険加入者が1人だけになる世帯のことです。この特定世帯の平等割額は5年間、特定世帯以外の平等割額の2
分の1になります。
※�2 特定継続世帯とは・・・特定世帯の平等割額を最初の5年間を2分の1に減額する現行措置に加え、その後3年間、
特定世帯以外の平等割額を4分の3として延長することです。
※�3 賦課限度額とは・・・本来保険料である国民健康保険税の性格からみても、応能(経済的負担能力)原則の適用に
も、ある程度の限度を設けることが適当であるということから定められたものです。
※�4 後期高齢者支援金とは・・・後期高齢者医療に係る費用のうち、後期高齢者医療の被保険者自身が医療機関で支
払う窓口負担を除いた分を公費から約5割、後期高齢者医療の被保険者から保険料として納めていただく分として1
割、残りの約4割を現役世代(0～74歳)からの支援(後期高齢者支援金)として国民健康保険税の中に算入しています。

問保
険
健
康
課
長

問保
険
健
康
課
長

問保
険
健
康
課
長

問

町 

長

問

町 

長

国民健康保険税率・賦課限度額
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中
央
公
民
館
の
図
書

室
は
、
子
ど
も
も
一

緒
に
利
用
で
き
る
子
ど
も
の

図
書
室
な
ど
、
気
軽
に
利
用

で
き
る
利
点
は
あ
る
と
思
う

が
、
近
隣
自
治
体
に
設
置
さ

れ
て
い
る
図
書
館
の
状
況
等

の
視
察
、
ま
た
は
見
学
の
経

験
は
。

本
町
の
「
子
ど

も
読
書
活
動
推

進
計
画
」
に
沿
っ
て
、
先
進

地
と
し
て
岡
山
県
都
窪
郡
早

島
町
の
図
書
館
を
視
察
見
学

し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
の
図

書
館
は
非
常
に
明
る
く
て
１

階
、
２
階
に
分
か
れ
て
非
常

に
立
派
な
図
書
館
だ
っ
た
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

幅
広
い
年
齢
層
が
利

用
で
き
る
図
書
館
は

文
化
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、

福
祉
施
設
と
な
り
得
る
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

考
え
る
。

図
書
館
が
側
に
あ
る
地
域

で
は
、
要
介
護
リ
ス
ク
を
持

っ
た
人
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
も
実
証
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
い
う
こ
と
か
ら
も
図
書
館

の
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
る

が
。

今
の
鞍
手
町
の

現
状
を
考
え
ま

す
と
差
し
迫
っ
た
喫
緊
の
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
大
き
な
財
政
負
担

が
掛
か
る
状
況
に
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
優

先
順
位
と
し
て
は
な
か
な
か

図
書
館
の
建
設
は
難
し
い
と

い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

児
童
公
園
の
拡
充

�

に
つ
い
て

都
市
部
に
は
、
災
害

対
策
の
一
環
と
し
た

大
き
な
広
場
に
、
子
ど
も
達

が
利
用
可
能
な
遊
具
が
設
置

さ
れ
た
公
園
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
が
、
ご
存
じ
か
。

近
隣
に
も
芝
生

を
敷
い
た
広
い

公
園
の
中
に
遊
具
が
設
置
さ

れ
て
い
る
所
は
承
知
し
て
い

ま
す
。

幼
い
子
ど
も
と
保
護

者
が
気
軽
に
利
用
出

来
る
子
ど
も
広
場
と
な
る
よ

う
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

子
ど
も
広
場
の
拡
充
を
期
待

し
て
い
る
が
。福

祉
セ
ン
タ
ー

を
ど
の
よ
う
に

今
後
活
用
し
て
行
く
か
に
つ

い
て
は
、
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

災
害
対
策
の
一
環
と

し
て
の
公
園
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
町
内

の
数
カ
所
に
一
時
的
な
避
難

所
と
な
り
得
る
公
園
を
新
設

し
、
子
ど
も
達
が
気
軽
に
利

用
出
来
る
遊
具
の
あ
る
公
園

の
整
備
拡
充
の
考
え
は
。

現
在
、
新
し
く

公
園
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
議
員
の
考
え
に
賛
同

す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
と
い
う

こ
と
は
申
し
添
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

町 

長

問町 

長

問

町 

長
問町 

長

野口美恵子 議員

図書館の必要性に関する
　　　　　　町長の考えは？

「優先順位として
　　図書館の建設は難しい状況」

問
町長

問町 

長

▶中央公民館の図書室
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一般質問

鞍
手
町
の
防
災
体
制

の
現
状
は
。

本
年
１
月
に
策

定
し
た
鞍
手
町

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
各

種
災
害
に
対
応
し
ま
す
。
ま

た
本
年
度
中
に
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
避

難
所
に
お
け
る
対
応
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
お

け
る
防
災
用
具
の
備

蓄
、
管
理
、
使
用
訓
練
の
実

施
等
活
動
の
現
状
は
。

町
内
の
42
区
に

そ
れ
ぞ
れ
自
主

防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。
防

災
用
具
等
備
品
に
つ
い
て

は
、
車
椅
子
・
ス
ト
レ
ッ
チ

ャ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
メ

ガ
ホ
ン
・
懐
中
電
灯
・
誘
導

灯
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
・
メ
ッ
シ

ュ
ベ
ス
ト
・
リ
ヤ
カ
ー
・
担

架
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
・

燃
料
携
行
缶
・
コ
ー
ド
リ
ー

ル
等
を
町
か
ら
支
給
し
て
い

ま
す
。
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
３
組
織
、
幸
町
区・

北
区
・
新
中
山
区
が
避
難
訓

練
等
実
施
し
て
い
ま
す
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て

全
戸
に
配
布
し
て
お
り
、
区

長
会
で
は
、
熊
本
地
震
の
被

災
地
で
の
研
修
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
修
を
生

か
し
、
各
自
主
防
災
組
織
と

行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
万
が
一
の
対
応
に
取
り

組
み
ま
す
。

災
害
時
の
食
糧
等
の

備
蓄
は
。現

在
の
備
蓄
の

主
な
も
の
は
、

主
食
と
し
て
、
ソ
フ
ト
パ
ン

と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
合
わ
せ
て

１
１
２
４
食
分
、
飲
料
水
で

１
５
０
ℓ
、
毛
布
１
４
０
枚
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
30
枚
、
テ
ン

ト
６
張
り
、
ボ
ー
ト
２
隻
、

簡
易
無
線
機
22
機
、
発
電
機

２
機
、
投
光
器
９
機
で
す
。

教
職
員
に
よ
る
長
時
間

�

勤
務
の
改
善
に
つ
い
て

よ
り
正
確
な
労
働
時

間
把
握
の
取
り
組
み

は
。

小
中
学
校
で
は
管

理
職
が
朝
７
時
前

後
に
出
勤
し
出
勤
時
間
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
退
勤
時
刻

は
管
理
職
や
主
幹
教
諭
が
施

錠
を
行
い
確
認
し
管
理
職
が

先
に
退
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
は
翌
日
残
っ
て
い

た
職
員
に
退
勤
時
刻
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
退
校
状
況
の

把
握
は
ど
の
小
学
校
も
で
き

て
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
は

部
活
の
状
況
に
よ
り
定
時
退

校
日
以
外
は
正
確
な
把
握
が

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

鞍
手
町
に
町
営
温
水
プ
ー

ル
の
設
置
を
求
め
る
請
願

書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

平
成
28
年
12
月
議
会

で
採
択
さ
れ
た
「
鞍

手
町
に
町
営
温
水
プ
ー
ル
の

設
置
を
求
め
る
請
願
書
」
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

町
の
財
政
状
況

は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
意
義
は
認
め
ま
す
。
町
営

で
す
る
か
は
別
に
し
て
、
私

の
任
期
の
あ
る
内
は
一
つ
の

大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

問

問問

問教
育
長

西藤　典子 議員

問
災
害
関
連
死
を
な
く
す
方
策
は
？

町
長
「
今
年
度
中
に
避
難
所
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
す
。」

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

問

町 

長

▶鞍手町防災ハザードマップ
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く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
123
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

田　
中　
二
三
輝

委
員
長

須　
山　
由
紀
生

副
委
員
長

竹

内

利

一

委

員

鯵

坂

省

治

委

員

熊

井

照

明

委

員

委

員

須　
藤　
信
一
郎

須　
藤　
敏　
夫

■
編 

集 

後 

記

　

12
月
議
会
の
一
般
質
問
で
は

生
活
の
身
近
な
質
問
が
新
町
長

に
対
し
て
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

鞍
手
町
は
く
ら
て
病
院
新
築

移
転
問
題
や
新
庁
舎
建
設
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
行
政
の
目
付
け
役
と

し
て
、
町
民
に
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  （
鯵
坂　
省
治
）

　議会はだれでも一般質問・議案
質疑を傍聴できます。受付は、当
日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希
望に応じ、手話通訳者を派遣して
います（無料）。これには事前予約
が必要です。
　　　　　　　　　　　　　
■問い合わせ　議会事務局
　☎ 42局2111番（内線331）

議会を傍聴しませんか
（次回は、３月議会です。）

新年のごあいさつ
　新年にあたり、町民の皆様方には輝かしい新春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　内外の政治・経済・社会情勢は誠に厳しいものが　
ありますが、本年も町民の皆様の負託とご期待に添　
うべく、懸命に努力してまいります。

　町議会は、皆様にとってより豊かで住みよい町づ
くりを目指して創意工夫を重ねながら、また、議会
の使命である行政の監視を住民の立場に立って行い
ます。
　どうか本年も相変わらぬご理解とご協力をお願い
申し上げます。� 鞍手町議会議長　田中 二三輝

ハウスの中は春の香りでいっぱい
　福岡県はイチゴの生産量が全
国で第２位。県の特産品である
「あまおう」は「あ」かい、「ま」
るい、「お」おきい、「う」まい
の頭文字をとって名づけられた
品種です。
　一口頬張れば、みずみずしい
果汁があふれ芳醇な香りが口
いっぱいに広がる、その名のと
おりの品質です。

表紙の紹介


